
令和５年３月１日（水）から３月７日（火）まで

もう一度 確認 安心 火の用心 令和４年度東京消防庁防火標語

作者：菅野 珠加さん（江戸川区在住）
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■ 住警器は火災の煙や熱を感知し、音声や警報音で火災
の発生を知らせ、住宅火災の早期発見、被害の軽減に役
立っています。

■ 住警器は、火災予防条例により、全ての居室・台所・
階段の天井又は壁への設置が義務付けられています。

■ 定期的に（少なくとも半年に１回以上）点検しましょう。
※ 共同住宅等で自動火災報知設備が設置されている建物には
住警器の設置義務はありません。
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■ 「たばこ」を出火原因
とした住宅火災で、死者
が最も多く発生しています。

■ 「たばこ」を出火原因
とした住宅火災の死者は、
高齢者で多く発生してい
ます。

■ 毎年、住宅火災の
出火原因の中で一番
多いものは、ガスこんろ
や電気こんろ等の
「こんろ」です。

■ 電気ストーブ、石油
ストーブ、ガスストーブが
原因で火災が起きていま
す。特に電気ストーブに
よる火災が７割を超え、
非常に高い割合となって
います。

■ 火を使用している意識
がないため、火災に気付
きにくい特徴があります。

■ 火災件数は年々増加
し、件数の増加とともに、
死者数も増加しています。
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■ 毎年、住宅火災の
出火原因の中で一番
多いものは、ガスこんろ
や電気こんろ等の
「こんろ」です。
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災害種別等 件数

火災件数 ９件

火災による死者 １人

火災による傷者 ０人

焼損床面積 ６３

救助件数 １０８件

救急件数 ２，８２１件

救急救護人員 ２，３３３人

２月中の主な火災

発生日 発生場所 火災程度等

９日 亀戸 建物（ぼや）

１３日 新木場 建物（ぼや）

１５日 亀戸 建物（ぼや）

１７日 東砂 建物（半焼）

２０日 大島 建物（ぼや）

２３日 南砂 建物（ぼや）

令和５年城東消防署管内の災害状況
（令和年２月末現在）

お問合せ先：城東消防署 ３６３７－０１１９ 東砂出張所 ３６４０－０１１９
大島出張所 ３６３６－０１１９ 砂町出張所 ３６４８－０１１９

していますか？
今年（２０２３年）は、東京に大きな影響を及ぼした関東大震災から１００年を迎えます。
いつ起こるか分からない地震に備えて、新しい生活を始める際に、「家具転対策（家具類の転倒・
落下・移動防止対策）」を見直しましょう。

◆家具類の転倒・落下・移動がもたらす『３つの危険』◆

日本で発生した大きな地震で
けがした人の原因を調べると、
約３割～５割の人が、家具類の
転倒・落下・移動によるものでした。

地震で本棚の本などが落下したり、
家具が倒れたりすることで、ストーブ
の電源スイッチを押し、近くにあった
燃えやすいものに火が付き火災が
発生することがあります。

地震によって転倒した家具が扉を塞
ぎ、逃げられなくなることがあります。
避難経路に家具を置かないことや、
家具を置く向きを工夫する等が非常
に大切です。

◆家具転対策の資料や動画◆◆家具転対策の例◆

▲家具類の転倒・落下・
移動防止対策ハンドブック

▲家具転対策ホームページ
はこちらから


